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提出 議決日 議　案　名 審議
結果

佐
々
木
昇

山
田
貴
弘

湯
川
洋
治

前
田
せ
つ
よ

石
田
史
行

菊
川
敬
人

下
山
千
津
子

和
田
繁
雄

井
上
三
史

星
野
洋
一

吉
田
敏
郎

町長 ６/16

教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開成町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
を制定することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開成町手数料徴収条例の一部を改正する条例を制定すること
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開成町個人情報保護条例の一部を改正する条例を制定するこ
とについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 29 年度開成町一般会計補正予算（第１号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情 ６/18 テロ等準備罪法案に対する意見書に関する陳情について 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

委員会
付託

不採択と

すべきもの

人 事補 正 予 算

総務経済常任委員会で慎重審議の結果…
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〇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
・
上
野
　
由
美
　
氏

　
　
　
　
　（
パ
レ
ッ
ト
ガ
ー
デ
ン
）

教
育
委
員
会
委
員
の
う
ち
一
人
の
任

期
が
平
成
29
年
６
月
30
日
を
も
っ
て
満

了
と
な
る
た
め
、
後
任
の
委
員
を
任
命

し
た
い
提
案
が
あ
り
、
全
員
賛
成
で
同

意
。

人 事

提出 議決日 議　案　名 審 議
結 果

佐
々
木
昇

山
田
貴
弘

湯
川
洋
治

前
田
せ
つ
よ

石
田
史
行

菊
川
敬
人

下
山
千
津
子

和
田
繁
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井
上
三
史

星
野
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一

吉
田
敏
郎

町長 ６/16

教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開成町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
を制定することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開成町手数料徴収条例の一部を改正する条例を制定すること
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開成町個人情報保護条例の一部を改正する条例を制定するこ
とについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 29 年度開成町一般会計補正予算（第１号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情 ６/18 テロ等準備罪法案に対する意見書に関する陳情について 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

平成 29年開成町議会６月定例会議議案審議結果

★茅沼隆文議長は採決に加わらない。　　　○は賛成した者　　●は賛成しなかった者　　「除」は除斥　　「欠」は欠席

〇
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
に
１
９
５
万

７
千
円
を
追
加
し
、
一
般
会
計
の
総
額
を

51
億
６
千
１
９
５
万
７
千
円
と
し
た
も

の
。

　
主
な
内
容
は
、「
住
宅
維
持
管
理
事
業

費
」
と
し
て
町
営
住
宅
の
空
き
部
屋
の
リ

フ
ォ
ー
ム
費
用
、「
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
助
成
金
」を
活
用
し
、

消
防
団
員
の
装
備
充
実
を
図
る
「
消
防
団

等
活
動
推
進
事
業
費
」、
開
成
小
学
校
の

牛
乳
保
冷
庫
購
入
費
と
し
て
、「
給
食
施

設
整
備
事
業
費
」
な
ど
。
　〈
全
員
賛
成
〉

補 正 予 算

６
月
定
例
会
議

　テロ等準備罪法案は、充分に議論されたと
みなされ、５月23日に衆議院を通過しました。
　しかし、法律の求める犯罪構成要件が曖昧

で多くの一般市民の自由を著しく阻害する恐
れは今も残されています。参議院ではより慎
重に審議を尽くしていただきたい。

テロ等準備罪法案に対する意見書に関する陳情 (陳情理由 )
委員会
付託

不採択と

すべきもの

　本陳情の趣旨は、「参議院でより充分かつ
慎重な審議を求めること」でした。
　この陳情は、６月 15日に参議院本会議で
採決が行われ、賛成多数で可決・成立された
ものです。
　６月 16日に本陳情について委員会で審議
した結果、「法案が可決・成立された以上、
委員会として意見書を提出することはできな

い」、「陳情趣旨は十分理解できるが時期を逸
しているため扱えない」との意見がありまし
た。
　以上により、本陳情については全員一致で
不採択とすることに決定しました。
　なお、テロ等準備罪法案に対する今後の運
用は重要な課題と認識し、本件については今
後も注視していきたいと考えます。

総務経済常任委員会陳情審査結果報告

総務経済常任委員会で慎重審議の結果…

町政を問う

※	一般質問：議員が町の行政について質疑し、町側に答弁を求めるものです。

※ 質問者本人の原稿をもとに、広報分科会委員が議事録に基づき校正しています。

一般質問

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
今
年
で
10
年
目
を
迎

え
る
。平
成
27
年
度
税
制
改
正
大
綱
に
よ
り
、

特
例
控
除
額
の
拡
充
、
申
告
手
続
の
簡
素
化

が
行
わ
れ
全
国
的
に
寄
付
が
増
加
し
た
。

　
し
か
し
、
生
ま
れ
故
郷
や
応
援
し
た
い
自

治
体
へ
の
寄
附
と
い
っ
た
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
本
来
の
趣
旨
が
薄
れ
、
自
治
体
間
の
返
礼

品
競
争
が
過
熱
。
平
成
29
年
４
月
、
総
務
省

か
ら
「
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
返
礼
品
の
送

付
等
に
つ
い
て
」
と
い
う
見
直
し
通
知
が
出

さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
憂
慮
す
べ
き
点
は
あ
る

が
、
返
礼
品
を
通
し
、
寄
付
者
と
の
つ
な
が

り
を
深
め
、
開
成
町
の
魅
力
を
一
層
磨
き
、

更
に
全
国
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
意
識

が
必
要
と
考
え
る
。

問  
現
在
、
全
て
の
返
礼
品
が
箱
詰
め
で
配

送
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
済
む

よ
う
な
品
は
そ
ち
ら
を
利
用
し
て
、
経
費
の

削
減
を
す
る
考
え
は
。

答  
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
も
投
げ
か
け
を
し

て
い
る
。
他
の
自
治
体
か
ら
も
そ
う
い
っ
た

声
は
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

今
後
、
見
直
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

問  
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
使
っ
て
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
考
え

は
。

答  
今
後
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

問  
寄
付
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
る
。そ
の
た
め
に
、ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
は
し
っ
か
り
と
行
う
べ
き
だ
が
、

現
状
と
今
後
の
対
応
策
は
。

答  
寄
附
金
受
領
証
明
書
に
お
礼
状
を
添
え

て
い
る
。
そ
の
中
に
開
成
町
の
紹
介
を
載
せ

て
い
る
。

　
今
後
は
、
メ
ー
ル
を
つ
か
っ
た
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問  
今
後
の
事
業
展
開
は
。

答  
特
定
の
目
的
で
寄
付
を
募
る
こ
と
も
検

討
し
て
い
く
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
開

成
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
仕
組
み
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

佐々木　昇 
　　　　議員
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平
成
29
年
４
月
か
ら
開
成
南
小
学
校
の
通

学
路
が
変
更
に
な
り
開
成
町
の
中
で
最
も
交

通
量
の
多
い
場
所
を
通
学
路
と
認
定
し
た
こ

と
に
大
変
不
安
を
感
じ
る
。
年
度
当
初
に
決

定
し
た
通
学
路
だ
が
再
度
見
直
し
は
で
き
な

い
か
。
ま
た
足
柄
紫
水
大
橋
の
高
架
橋
に
階

段
の
設
置
を
県
に
要
望
で
き
な
い
か
。

問  
通
学
路
の
指
定
は
。

答  
通
学
路
の
指
定
は
、
学
校
長
が
学
校
ま

で
の
広
い
道
を
メ
イ
ン
と
し
、
そ
こ
に
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
通
る
道
を
併
せ
て
通
学
路

に
指
定
し
、
教
育
委
員
会
が
承
認
す
る
。

問  
開
成
駅
南
側
の
交
差
点
の
通
学
路
変
更

に
つ
い
て
は
。

答  
開
成
南
小
学
校
周
辺
の
交
通
事
情
が
変

わ
り
、
当
初
の
案
と
し
て
は
、
同
交
差
点
の

北
側
を
渡
り
横
断
が
一
度
で
済
む
案
と
し
て

い
た
が
南
足
柄
市
側
か
ら
進
行
し
開
成
駅
側

へ
左
折
す
る
車
両
の
交
通
を
妨
げ
交
通
渋
滞

に
な
る
と
の
警
察
の
見
解
か
ら
、
交
差
点
を

二
度
渡
る
通
学
路
と
し
た
。

問  
ハ
ー
ド
面
か
ら
信
号
機
に
矢
印
信
号
を

つ
け
る
べ
き
で
あ
り
、
交
差
点
が
フ
ラ
ッ
ト

で
な
い
た
め
自
転
車
が
子
ど
も
に
ぶ
つ
か
る

危
険
性
が
あ
る
が
。

答  
教
育
委
員
会
と
し
て
は
現
状
の
中
で
、

ど
の
よ
う
な
通
学
路
を
設
定
す
る
の
が
一
番

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
良
い
か
検
討
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
こ
と
で
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問  
開
成
１
号
踏
切
は
。

答  
通
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
指
導
は
し

て
い
な
い
。
危
険
な
の
で
で
き
れ
ば
自
由
通

路
を
通
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
警
報
機
は
あ

る
が
、
車
が
通
っ
て
い
る
と
非
常
に
危
険
な

の
で
通
さ
な
い
方
が
良
い
と
い
う
保
護
者
の

声
も
あ
り
、
選
択
は
保
護
者
に
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

問  
足
柄
紫
水
大
橋
に
階
段
の
設
置
を
県
に

要
望
は
。

答  
現
在
に
お
い
て
も
開
成
１
号
踏
切
に
よ

り
小
田
急
線
の
横
断
が
可
能
で
あ
り
付
近
に

は
安
全
な
開
成
駅
の
自
由
通
路
が
あ
り
階
段

を
設
置
し
た
場
合
の
効
果
は
見
ら
れ
な
い
。

通
学
路
に
つ
い
て
問
う湯川　洋治 

　　　　議員

　
「
ご
み
屋
敷
等
」
が
周
辺
の
地
域
や
環
境

に
与
え
る
影
響
と
し
て
①
風
景
・
景
観
の
悪

化
②
悪
臭
の
発
生
③
火
災
・
爆
発
・
犯
罪
等

の
発
生
④
ご
み
な
ど
の
不
法
投
棄
等
の
誘
発

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問  
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
や
開
成
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
、
開
成
町
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く

る
条
例
（
以
下
「
町
の
条
例
」
と
い
う
。）

を
も
っ
て
し
て
も
、
ご
み
屋
敷
等
の
問
題
を

改
善
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
現
状
が
あ
る
。

答  
「
ご
み
で
は
な
い
」
と
主
張
す
れ
ば
、

ご
み
そ
の
も
の
が
法
律
上
廃
棄
物
と
み
な
さ

れ
な
い
た
め
、
規
制
は
難
し
く
、
立
ち
入
り

調
査
も
実
施
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

問  
７
年
間
進
展
の
な
い
ま
ま
、
さ
ら
に
量

が
増
し
て
い
っ
て
い
る
状
態
の
中
で
、
改
善

策
と
し
て
新
規
に
条
例
を
設
け
る
か
、
現
存

の
「
町
の
条
例
」
に
条
文
を
付
加
し
た
中
で
、

制
限
を
か
け
る
べ
き
で
は
。

答  
条
例
を
制
定
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

問  
一
部
の
土
地
に
つ
い
て
は
農
地
法
に
基

づ
く
措
置
命
令（
違
反
転
用
に
対
す
る
処
分
）

が
可
能
で
は
。

答  
当
該
農
地
は
所
有
者
が
亡
く
な
っ
て
お

り
、
相
続
未
了
の
た
め
、
使
用
者
に
対
し
て

耕
作
放
棄
地
是
正
の
観
点
か
ら
指
導
を
行
っ

て
い
た
が
、
平
成
25
年
度
に
県
か
ら
「
所
有

者
不
在
の
ま
ま
使
用
者
に
指
導
を
行
う
こ
と

は
好
ま
し
く
な
い
」と
の
指
導
助
言
を
受
け
、

同
年
以
降
の
指
導
は
行
っ
て
い
な
い
。

問  
相
続
人
の
対
象
者
を
調
べ
て
、
内
容
証

明
を
送
っ
て
勧
告
を
出
し
て
い
る
の
か
。

答  
代
表
、
知
り
得
る
１
名
の
方
の
名
前
が

あ
る
が
、
こ
の
方
に
通
知
等
を
行
っ
て
も
連

絡
が
と
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い

る
。内
容
証
明
付
き
郵
便
等
の
対
策
は
、行
っ

て
い
な
い
。

問  
今
あ
る
法
律
を
使
っ
た
中
で
や
っ
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答  
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
務

め
て
い
き
た
い
。

山田　貴弘
　　　　議員

家
屋
等
に
お
け
る
不
良
な
生
活
環
境
を
改
善
す
る
た
め

の
強
化
策
を

　

大
手
民
間
企
業
で
は
勤
務
時
間
内
の
喫
煙

を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
員
の
健
康
増

進
を
図
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。
政
令

指
定
都
市
の
自
治
体
を
中
心
に
人
件
費
が
税

金
で
賄
わ
れ
て
い
る
公
務
員
は
、
よ
り
厳
格

な
職
務
専
念
義
務
が
求
め
ら
れ
る
と
し
て
、

職
員
の
勤
務
時
間
内
の
喫
煙
を
禁
止
す
る
取

り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

問  
職
員
の
喫
煙
者
と
非
喫
煙
者
の
現
在
の

割
合
は
。

答  
職
員
健
康
診
断
の
問
診
票
で
の
自
己
申

告
に
基
づ
く
デ
ー
タ
か
ら
、
喫
煙
者
２
割
、

非
喫
煙
者
８
割
と
な
っ
て
い
る
。

問  
職
員
の
喫
煙
に
関
す
る
ル
ー
ル
は
定

ま
っ
て
い
る
の
か
。

答  
休
憩
時
間
以
外
で
は
、
午
前
、
午
後
各

１
回
（
各
15
分
以
内
）
と
い
う
庁
内
ル
ー
ル

を
定
め
、
職
員
に
通
知
し
て
こ
の
基
準
で
運

用
し
て
い
る
。

問  
喫
煙
時
間
を
休
憩
時
間
中
に
限
定
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答  
喫
煙
す
る
職
員
が
、
勤
務
時
間
中
に
離

席
す
る
こ
と
は
、
喫
煙
を
し
な
い
職
員
か
ら

す
れ
ば
、
不
公
平
で
は
な
い
か
と
い
う
声
が

あ
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
横
浜
市
の
事
例
で

は
、
喫
煙
に
よ
り
職
場
を
離
れ
る
こ
と
で
多

額
の
「
賃
金
ロ
ス
」
が
生
じ
る
と
い
う
試
算

も
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
勤
務
時
間
中
に
飲
み
物
を
買
い

に
い
き
、
摂
取
す
る
こ
と
は
容
認
で
き
る
も

の
で
あ
り
、喫
煙
だ
け
を
禁
止
す
る
こ
と
は
、

現
時
点
で
は
拙
速
と
考
え
て
い
る
。今
後
は
、

職
員
組
合
と
も
協
議
し
、
喫
煙
の
ル
ー
ル
を

確
認
、
見
直
し
を
行
い
、
改
め
て
全
職
員
に

周
知
し
て
い
き
た
い
。
職
員
の
健
康
増
進
の

観
点
と
し
て
、
禁
煙
指
導
に
つ
い
て
も
検
討

し
た
い
。

問  
新
庁
舎
建
設
後
の
喫
煙
場
所
に
つ
い

て
、
現
在
の
方
向
性
は
。

答  
新
庁
舎
に
お
い
て
建
物
内
は
全
面
禁
煙

と
し
、
喫
煙
室
を
設
け
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
敷
地
内
の
一
部
に
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
を

設
置
し
、
喫
煙
可
と
す
る
こ
と
が
現
実
的
で

あ
る
。

町
職
員
の
勤
務
時
間
内
の
喫
煙
の
あ
り
方
を
問
う

石田　史行 
　　　　議員

　

学
校
教
育
は
、
２
０
２
０
年
に
新
た
な
学

習
指
導
要
領
の
改
定
が
図
ら
れ
、
全
面
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
新
学
習
指
導
要
領
に

よ
り
、
教
員
の
勤
務
態
勢
は
さ
ら
に
過
酷
と

な
り
、
時
間
外
勤
務
の
増
加
は
避
け
ら
れ
な

い
。

問  
平
成
28
年
10
月
、
11
月
を
対
象
と
し
た
、

教
員
勤
務
実
態
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
１
週

間
の
学
内
の
平
均
総
勤
務
時
間
の
超
過
時
間

は
、
小
学
校
教
諭
で
18
時
間
40
分
、
中
学
校

教
諭
で
は
24
時
間
33
分
と
い
う
実
態
調
査
の

結
果
が
出
て
い
る
。
町
の
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

答  
学
校
長
と
教
育
委
員
会
で
、
委
員
会
を

つ
く
っ
て
お
り
、
月
80
時
間
を
目
途
と
し
、

そ
れ
を
超
え
る
先
生
が
何
人
い
る
の
か
を
、

各
学
校
か
ら
挙
げ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

問  
前
回
、
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
、

先
生
の
負
担
が
増
え
、
勤
務
時
間
も
増
え
て

い
る
と
推
測
す
る
。
学
習
指
導
要
領
が
改
訂

さ
れ
て
か
ら
、
勤
務
時
間
の
削
減
に
対
す
る

対
策
が
講
じ
ら
れ
た
の
か
。
町
と
し
て
は
、

ど
う
分
析
を
し
、
ど
う
対
策
を
し
た
の
か
。

答  
平
成
20
年
の
学
習
指
導
要
領
の
変
更
に

つ
い
て
は
、
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
の
で
、

特
に
学
校
体
制
の
組
織
改
革
等
は
な
か
っ
た
。

前
回
の
学
習
指
導
要
領
の
変
更
に
よ
る
教
師

の
過
大
な
労
働
超
過
は
な
か
っ
た
の
で
、
対

策
は
特
に
考
え
な
か
っ
た
。

問  
我
が
国
の
教
員
は
、
忙
し
い
と
言
わ
れ

て
い
る
。
し
か
も
、
世
界
一
忙
し
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。
先
生
の
超
過
勤
務
が
非
常
に
多

い
こ
と
。
一
向
に
減
ら
な
い
こ
と
。
こ
れ
を

ど
う
対
策
で
き
る
の
か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
時

間
管
理
の
仕
方
を
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い

る
の
か
。

答  
校
務
処
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
な
れ
て
く
れ
ば
か
な
り
の
時
間

で
消
化
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。
お
お
よ
そ
は
自
己
申
告
で
記
録
簿
に
記

入
し
て
、
提
出
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い

る
。

菊川　敬人
　　　　議員

新
学
習
指
導
要
領
へ
向
け
た
学
校
指
導
体
制
と
業
務
の

適
正
化
を
問
う

開成駅南側の交差点付近を
通学する子どもたち
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町
民
が
笑
顔
あ
ふ
れ
る
施
策
を

災
害
時
に
お
け
る
愛
玩
動
物
と
の
共
生
策
を

　

土
曜
学
校
あ
じ
さ
い
塾
は
、
児
童
生
徒
が

地
域
や
社
会
等
を
知
る
機
会
を
設
け
る
と
と

も
に
、
道
徳
心
の
育
成
、
自
主
的
な
学
習
意

欲
の
向
上
、体
力
づ
く
り
等
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

学
力
や
体
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
と
あ
る
。
今
後
の
あ
じ
さ
い
塾
が
、
ま

さ
に
開
成
町
の
教
育
の
あ
り
方
を
体
現
す
る

も
の
と
し
て
充
実
、
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

強
く
願
う
も
の
で
あ
る
。

問  
子
ど
も
た
ち
に
こ
う
い
う
も
の
を
教
え

て
子
ど
も
た
ち
が
こ
う
な
っ
て
ほ
し
い
の
だ

と
い
う
も
の
を
明
確
に
出
し
て
ほ
し
い
。

答  
「
道
徳
心
」
と
大
き
く
く
く
っ
て
は
い

る
が
、
人
と
し
て
の
生
き
方
と
し
て
、
こ
ん

な
大
人
に
な
り
た
い
、
自
分
は
開
成
町
の
中

で
こ
う
い
う
仕
事
を
し
た
い
、
こ
う
い
う
人

に
な
っ
て
い
き
た
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
描

け
る
よ
う
な
体
験
を
し
た
い
と
い
う
の
が
コ

ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。

問  
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
っ
て
い

な
く
て
３
カ
月
ご
と
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
き

ち
ん
と
関
連
者
が
意
思
疎
通
を
し
て
進
め
ら

れ
る
の
か
、
大
変
難
し
い
部
分
が
あ
る
と
思

う
が
。

答  
あ
じ
さ
い
塾
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
い
う
も

の
を
十
分
に
理
解
し
て
も
ら
う
時
間
も
と
り

な
が
ら
、
講
師
と
意
思
疎
通
を
し
な
が
ら
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問  
昨
年
講
師
を
や
ら
れ
た
方
か
ら
、
何
か

お
願
い
が
あ
る
と
任
せ
切
り
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
、
相
談
を
し
て
も
、
な
か
な
か
的
確

に
答
え
が
な
か
っ
た
と
い
う
話
が
あ
っ
た

が
。

答  
き
ち
ん
と
説
明
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

部
分
は
反
省
し
て
い
る
面
も
あ
る
が
今
年
度

は
そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
開
成
町

と
し
て
、
オ
ー
ル
開
成
で
や
る
。
あ
じ
さ
い

塾
と
い
う
の
は
こ
う
い
う
狙
い
で
や
る
の
だ

と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
講
師
に
理
解
し
て

も
ら
っ
て
、
問
題
を
解
決
し
な
が
ら
進
ん
で

い
く
と
い
う
形
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

厚
生
労
働
省
の
示
す
子
ど
も
の
相
対
的
貧

困
率
は
平
成
24
年
度
に
16
．
３
％
で
、
６
人

に
１
人
が
対
象
と
な
る
。
子
ど
も
の
生
ま
れ

育
っ
た
環
境
に
左
右
さ
れ
な
い
よ
う
に
町
全

体
で
必
要
な
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
。
町
の
実
態
調
査
現
況
と
今
後

の
希
望
を
持
て
る
具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い

て
所
見
を
問
う
。

問  
町
単
体
で
の
算
出
は
非
常
に
難
し
く
対

象
者
を
特
定
す
る
こ
と
も
困
難
だ
と
い
う
答

弁
が
あ
っ
た
が
、
貧
困
家
庭
に
対
す
る
対
策

は
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
使
っ
て
作
っ
て
い

る
の
か
。

答  
ひ
と
り
親
の
医
療
費
助
成
に
該
当
す
る

世
帯
は
、定
義
上
の
所
得
水
準
が
あ
る
の
で
、

そ
の
水
準
に
当
て
は
ま
る
世
帯
は
把
握
し
て

い
る
。
同
様
に
、
生
活
保
護
に
値
す
る
方
、

サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
方
は
何
人
い
る
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
の
事
業
ご
と
に
対
象
者
は

把
握
し
て
い
る
。

問  
貧
困
家
庭
に
お
け
る
学
習
支
援
等
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い
る

か
。
厚
生
労
働
省
に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困

対
策
の
中
で
、
平
成
28
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
終
了
後

に
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
の
生
活
向
上

を
図
る
自
治
体
の
取
り
組
み
の
支
援
が
あ

る
。
平
成
31
年
度
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
改
革
の
中
で
、
学
習

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
を
つ
く
る

考
え
は
な
い
か
。

答  
今
後
、
平
成
31
年
に
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
が
行
っ
て
い
る
こ
と
と
、
ど
の
よ
う
に
整

合
性
を
持
ち
な
が
ら
統
一
し
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、教
育
委
員
会
と
し
て
、

社
会
教
育
委
員
会
議
に
諮
問
を
し
て
お
り
、

様
々
な
実
態
を
調
査
し
て
、
開
成
町
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
形
が
一
番
良
い
か
を
模
索
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
今
、
議
員
が
言
う
と

お
り
、
学
習
支
援
的
な
要
素
が
多
分
に
含
ま

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
理
解
し
て
い
る
。

和田　繁雄 
　　　　議員

星野　洋一　
　　　議員

　

今
や
家
族
と
と
も
に
暮
ら
す
ペ
ッ
ト
は
単

な
る
動
物
で
は
な
く
家
族
の
一
員
と
し
て
家

庭
の
中
に
溶
け
込
ん
で
お
り
、
避
難
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
、
ペ
ッ
ト
を
置
い
て
人
だ
け

が
避
難
す
る
と
言
う
状
況
は
考
え
に
く
い
社

会
と
な
っ
て
い
る
。

問  
地
域
防
災
拠
点
や
避
難
所
へ
の
ペ
ッ
ト

と
の
同
行
避
難
対
応
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
避
難
訓
練
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

答  
今
年
の
秋
に
改
訂
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
ペ
ッ
ト
の
同
行

避
難
や
受
け
入
れ
対
策
の
策
定
に
向
け
獣
医

師
会
、
県
保
健
福
祉
事
務
所
等
関
係
機
関
と

協
議
を
し
て
早
め
に
決
め
て
い
き
た
い
。

問  
同
行
避
難
と
同
伴
避
難
の
違
い
を
正
し

く
理
解
し
て
い
る
飼
い
主
は
６
割
だ
そ
う
で

す
。
同
行
避
難
場
所
と
し
て
、
町
内
の
公
園

等
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
ペ
ッ
ト
用
避
難
所
を

確
保
す
る
事
も
一
つ
の
方
法
だ
が
今
か
ら
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
考
え
は
。

答  
関
係
者
の
方
々
と
の
調
整
等
も
必
要
。

実
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
す

る
。

問  
９
月
の
町
全
体
の
防
災
訓
練
に
間
に
合

う
か
。

答  
ペ
ッ
ト
の
好
き
な
方
や
ア
レ
ル
ギ
ー
を

持
っ
た
方
、
様
々
な
方
が
一
斉
に
訓
練
を
す

る
時
は
難
し
い
。
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る

方
々
を
対
象
に
別
の
防
災
訓
練
を
し
つ
け
も

含
め
て
実
施
す
る
事
は
可
能
で
あ
る
。

問  
各
地
域
の
公
園
で
ペ
ッ
ト
類
を
含
め
た

防
災
教
室
を
実
施
す
る
考
え
は
。

答  
先
進
的
な
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
、

飼
育
者
に
対
す
る
避
難
訓
練
と
し
つ
け
教
室

が
開
催
出
来
る
よ
う
検
討
を
進
め
た
い
。

問  
県
内
の
先
進
地
へ
職
員
を
派
遣
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

答  
自
治
体
に
派
遣
を
し
て
様
子
を
見
る
の

で
は
な
く
、
情
報
を
得
、
開
成
町
と
し
て
ど

の
様
な
形
で
出
来
る
か
を
考
え
る
。

問  
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
、
女
性
の
多
く

は
同
伴
避
難
を
希
望
し
て
い
る
。
試
験
的
に

実
施
す
る
考
え
は
。

答  
公
園
内
で
出
来
る
か
調
査
研
究
を
す

る
。

下山千津子
　　　　議員

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
笑
顔

で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
や
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

問  
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
施
策
を
打
つ
予

定
か
。

答  
主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
と
連
携

し
た
教
育
の
推
進
、
教
育
体
制
の
充
実
、
幼

児
教
育
の
充
実
、郷
土
愛
の
醸
成
と
い
っ
た
、

き
め
細
か
い
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問  
夏
休
み
を
利
用
し
て
小
学
生
か
ら
中
学

生
の
児
童
・
生
徒
に
よ
っ
て
ミ
ニ
タ
ウ
ン
を

形
成
し
、
役
場
、
銀
行
、
税
務
署
、
新
聞
社
、

飲
食
店
な
ど
、
町
長
選
挙
や
議
会
の
運
営
の

仕
方
と
か
、
専
門
家
の
助
け
を
い
た
だ
き
、

協
力
し
合
い
な
が
ら
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
つ

く
っ
て
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

社
会
経
験
を
し
て
社
会
の
仕
組
み
を
知
り
、

子
ど
も
た
ち
同
士
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
を
つ
く
り
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
対

す
る
誇
り
が
持
て
る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う

な
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
れ

ば
と
い
う
提
案
を
す
る
。

答  
積
極
的
に
や
っ
て
い
こ
う
よ
と
い
う
方

が
い
た
ら
、
達
成
す
る
の
は
難
し
い
部
分
も

あ
ろ
う
か
と
思
う
が
、
一
緒
に
ご
相
談
に

乗
っ
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
。

問  
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
１
０
０
ｍ
歩
く

の
も
大
変
で
あ
る
。
巡
回
バ
ス
の
停
留
所
を

増
設
し
て
は
。

答  
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
自
治
会
要
望
を
加

味
し
な
が
ら
、
バ
ス
停
を
増
や
す
の
は
あ
り

か
な
と
考
え
て
い
る
。

問  
自
由
乗
降
と
い
う
こ
と
は
考
え
て
い
る

の
か
。

答  
安
全
上
問
題
が
あ
る
の
で
、
今
の
と
こ

ろ
は
考
え
て
い
な
い
。

問  
自
由
乗
降
す
る
区
間
を
も
う
け
て
実
施

す
る
と
い
う
こ
と
は
。

答  
現
状
で
は
考
え
て
い
な
い
。

問  
町
の
中
を
通
し
て
買
い
物
等
の
便
利
さ

を
味
わ
い
た
い
と
の
声
が
あ
る
。
１
便
ぐ
ら

い
乗
り
入
れ
る
と
い
う
考
え
は
。

答  
中
を
通
る
の
が
だ
め
だ
と
い
う
話
で
は

な
い
の
で
、
住
民
に
と
っ
て
使
い
や
す
さ
を

第
一
に
考
え
て
運
行
し
た
い
。

吉田　敏郎
　　　　議員

子
ど
も
の
貧
困
実
態
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

土
曜
学
校
「
あ
じ
さ
い
塾
」
の
運
営
に
つ
い
て
問
う

土曜学校「あじさい塾」の様子
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第
五
次
開
成
町
総
合
計
画
で
は
「
災
害
へ

の
対
応
力
を
強
化
す
る
た
め
、
民
間
企
業
や

各
種
団
体
と
の
災
害
時
の
応
援
協
定
を
進
め

ま
す
。」
と
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
町
が
災

害
に
見
舞
わ
れ
た
時
に
、
協
定
を
結
ん
だ
団

体
な
ど
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
ム
ー
ズ
な
受

け
入
れ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
様
々
な
支

援
が
必
要
な
町
民
に
平
等
に
行
き
渡
る
よ
う

に
す
る
た
め
と
考
え
る
。

問  
災
害
時
に
お
け
る
協
定
書
な
ど
を
結
ん

で
い
る
団
体
等
と
の
訓
練
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
も
必
要
と
考
え
る
が
。

答  
災
害
時
に
備
え
、
様
々
な
団
体
と
53
件

の
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
実
際
に
訓
練
を

行
う
こ
と
で
実
効
性
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ

る
協
定
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問  
協
定
の
見
直
し
と
、
計
画
的
に
そ
の
団

体
と
訓
練
を
す
る
考
え
は
。

答  
議
員
指
摘
の
よ
う
に
協
定
の
中
に
は
20

年
、
30
年
経
過
し
た
も
の
も
あ
る
の
で
、
内

容
を
精
査
し
て
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
で
き

る
限
り
多
く
の
団
体
と
の
協
定
に
基
づ
い
た

訓
練
が
で
き
る
様
な
か
た
ち
を
考
え
る
。

問  
国
内
の
大
手
飲
料
メ
ー
カ
ー
と
の
協

定
、
災
害
時
対
応
の
自
動
販
売
機
（
災
害
救

援
ベ
ン
ダ
ー
機
能
付
き
自
動
販
売
機
）
も
含

め
た
形
の
協
定
を
結
ん
で
は
。

答  
先
進
事
例
を
研
究
、
検
討
し
た
い
と
思

う
。

問  
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置

運
営
の
防
災
訓
練
も
必
要
と
考
え
る
が
見
解

は
。

答  
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。
町
の
要
請
に
よ
り
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
が
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

こ
と
に
な
る
。設
置
運
営
訓
練
に
つ
い
て
は
、

町
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
相
互
の
連
携

体
制
の
構
築
や
運
営
課
題
等
に
対
処
す
る
た

め
訓
練
は
必
要
と
考
え
る
の
で
、
町
社
会
福

祉
協
議
会
と
協
議
し
、
今
後
、
町
防
災
訓
練

で
の
設
置
運
営
の
実
施
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

前田せつよ
　　　　議員

災
害
時
に
お
け
る
協
定
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を

平
常
時
に
体
制
整
備
を

　

開
成
町
水
辺
ス
ポ
ー
ツ
公
園
も
20
年
が
経

過
す
る
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
に
な
る
。

利
用
者
の
要
望
を
つ
か
み
利
便
性
向
上
を
追

求
し
て
こ
そ
開
成
町
水
辺
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の

集
客
力
が
維
持
さ
れ
る
。

問  
総
合
計
画
第
２
期
実
施
計
画
に
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
改
修
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て

い
た
か
。

答  
開
成
水
辺
ス
ポ
ー
ツ
公
園
管
理
事
業
の

中
で
位
置
づ
け
、
平
成
31
、
32
年
度
に
は
整

備
を
し
て
い
き
た
い
。
平
成
29
年
度
に
測
量

調
査
、
平
成
30
年
に
許
認
可
を
含
め
た
設
計

を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

問  
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
現
27
ホ
ー
ル
の
北

側
と
南
側
を
拡
充
し
９
ホ
ー
ル
を
確
保
す
る

考
え
は
ど
う
か
。
ま
た
、
親
水
水
路
を
暗
渠

に
し
、
軟
式
野
球
場
を
南
に
ず
ら
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
さ
ら
に
コ
ー
ス
整
備
面
積
に
ゆ
と

り
が
持
て
る
。
河
川
法
の
土
地
管
理
占
有
に

係
る
24
条
と
工
作
物
に
係
る
26
条
に
つ
い
て

は
、
開
成
町
の
計
画
を
神
奈
川
県
土
木
に
示

せ
ば
、
県
土
木
は
相
談
に
応
じ
る
と
言
っ
て

い
る
が
。

答  
北
側
の
土
地
は
私
有
地
が
含
ま
れ
る
。

南
側
の
土
地
に
関
し
て
野
球
場
の
面
積
を
小

さ
く
す
る
こ
と
は
町
と
し
て
考
え
て
い
な

い
。
親
水
水
路
を
暗
渠
化
し
た
ら
整
備
が
か

な
り
大
規
模
な
も
の
と
な
る
。
治
水
上
の
河

川
管
理
に
河
川
法
の
制
約
そ
う
い
っ
た
こ
と

で
総
合
的
に
考
え
る
と
、
現
実
的
に
か
な
り

厳
し
い
。

問  
ト
イ
レ
の
改
修
予
定
は
全
く
な
い
の
か
。

答  
指
定
管
理
者
に
利
用
者
ニ
ー
ズ
、
現
状

を
確
認
し
検
討
、
調
整
を
し
て
い
き
た
い
。

問  
軽
食
が
と
れ
る
売
店
の
考
え
は
。

答  
指
定
管
理
者
と
調
整
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

利
用
者
を
増
や
す
た
め
に
今
回
、「
町
長

杯
」と
い
う
新
し
く
大
会
を
つ
く
っ
た
。様
々

な
提
案
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
水
辺
ス
ポ
ー

ツ
公
園
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
長
期
計
画
を
立
て
い
ろ
い
ろ
な

改
修
も
含
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

井上　三史 
　　　　議員

開
成
町
水
辺
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

問
う

議会への多くのご意見・ご感想、ありがとうございました。
今後の議会活動に反映してまいります。

　平日、仕事や学校等で議会を傍聴できない方にも
議会活動を知っていただくために、開成町議会では
平成 17年から「日曜議会」を毎年行っており、今
回で 13回目を迎えました。当日は議長を除く全議
員（11名）が一般質問を行いました。
　町内外から計 59名の方が傍聴され、多数のアン
ケートをいただきました。ご感想の一部をご紹介し
ます。

　国会中継や自治体の議会中継などにより、小中学
生でも政治や行政に関心を持つ子どもは多い。日曜
議会ということで、傍聴に来ることができた。子ど
もに実際の会議を見て聞いて感じてもらうことがで
きて良かった。
　議場にあじさいがあるのは良いと思った。町民で
あれば身の周りにあじさいがあるのは普通でも、町
外の方には新鮮で、改めてあじさいは美しい花だと
思った。町の PRにもなると思う。

　（女性・40代）

　日曜の開催は大変だと思いますが、インターネッ
トと違い、とても勉強になり、町のことを知る良い
機会なので、継続をお願いします。

　（女性・40代）

　日曜議会はゆっくり傍聴できて良
い。また、あじさいがあることが良い
と思った。　　　　　　（男性・40代）

　開成を特長づける「塾」の開講は普
遍的に重要。以前より改善意向が感じ
られるが、教育委員会全体の取り組み
の中でも、専任担当を置いて、充実を
期すことは将来のまちづくりの継続の
ためにも必要と感じる。

（男性・70代）

一般質問の持ち時間が30分の時間で
は短すぎると思います。もっと時間を
とって深く議論していただきたいです。
　　　　　　　　　　　（女性・70代） 水辺スポーツ公園の案内図

役場の自動販売機に備えられ
ている災害救援ベンダー

あじさいの花咲く議場で

　　第 13 回 日曜議会を開催6/18
日曜議会
傍聴者の声
どう見えた？
開成町の今と未来
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視

察

来

町

　

本
町
議
会
の
「
議
会
の
活
性
化
へ
の

主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
を
視
察
す

る
た
め
、
７
月
５
日
に
群
馬
県
甘
楽
郡

下
仁
田
町
議
会
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
仁
田
町
は
人
口
７
７
２
１
人
（
平

成
29
年
７
月
１
日
）
で
す
が
、
面
積
は

開
成
町
の
約
28
倍
に
あ
た
る
１
８
８
．

３
３
km²
と
い
う
大
き
な
町
で
す
。
広
大

な
土
地
に
は
、
世
界
文
化
遺
産
の
「
富

岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」
の
う
ち

の
一
つ
で
あ
る
「
荒
船
風
穴
」
が
あ
り
、

自
然
が
作
り
出
し
た
貴
重
な
資
産
が
数

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
産
物
で
は

下
仁
田
ネ
ギ
や
下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
が

有
名
で
す
。

〇
工
事
請
負
契
約
の
締
結

・
平
成
28
年
度
開
成
幼
稚
園
大
規
模
改
修
工
事

（
繰
越
明
許
事
業
）

一
金　

９
８
０
３
万
１
６
０
０
円

工
期　

議
会
議
決
日
か
ら

　
　
　

平
成
29
年
11
月
24
日
ま
で

提出 議決日 議　案　名 審 議
結 果

佐
々
木
昇

山
田
貴
弘

湯
川
洋
治

前
田
せ
つ
よ

石
田
史
行

菊
川
敬
人

下
山
千
津
子

和
田
繁
雄

井
上
三
史

星
野
洋
一

吉
田
敏
郎

町長 ６/23 工事請負契約の締結について（平成２８年度開成幼稚園大規
模改修工事（繰越明許事業）） 可決 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 29年開成町議会６月随時会議議案審議結果

★茅沼隆文議長は採決に加わらない。　　　○は賛成した者　　●は賛成しなかった者　　「除」は除斥　　「欠」は欠席

６
月
随
時
会
議

幼
稚
園
大
規
模
改
修
工
事
を
契
約

問  
工
期
が
11
月
ま
で
な
の
で
、
夏
休
み
期
間
中

に
終
わ
ら
な
か
っ
た
場
合
、
騒
音
等
が
園
児
に

と
っ
て
ス
ト
レ
ス
に
な
ら
な
い
か
懸
念
す
る
が
。

答  
夏
休
み
期
間
中
に
工
事
が
終
わ
る
よ
う
に
工

程
を
進
め
て
い
く
。

　

工
事
が
夏
休
み
期
間
に
終
わ
ら
な
い
場
合
は
、

平
日
の
園
児
が
帰
っ
た
後
に
行
う
。
園
児
に
危
険

が
及
ば
な
い
よ
う
に
安
全
対
策
を
す
る
と
業
者
と

は
調
整
を
し
て
い
る
。

ここが

知りたい！

　

当
日
は
こ
れ
ま
で
の
開
成
町
議
会

改
革
の
取
り
組
み
と
、
視
察
事
項
と

し
て
①
日
曜
議
会 

②
通
年
の
会
期

制 

③
議
会
報
告
会 

④
委
員
会
構
成

に
つ
い
て
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

下
仁
田
町
議
会
で
は
、
議
会
の
傍

聴
者
が
あ
ま
り
多
く
な
い
そ
う
で
、

日
曜
議
会
を
始
め
た
こ
と
で
、
他
の

定
例
会
議
の
傍
聴
者
が
増
え
た
か
ど

う
か
に
関
心
を
持
た
れ
て
ま
し
た
。

　

ま
た
、通
年
の
会
期
制
に
よ
っ
て
、

い
つ
で
も
議
会
が
開
け
る
こ
と
に
関

し
て
、
執
行
部
側
に
は
あ
り
が
た
い

こ
と
だ
と
思
う
が
、議
員
側
と
し
て
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
タ
イ
ト
だ
と
感
じ

る
こ
と
が
あ
る
か
な
ど
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

よ
う
こ
そ
開
成
町
へ
！

視察当日の様子

群
馬
県
甘か

ん

楽ら

郡ぐ
ん

下し
も

仁に

田た

町
議
会

　

総
務
経
済
常
任
委
員
会
で

は
、
町
営
住
宅
の
あ
り
方
を

主
と
し
て
、
現
状
分
析
、
町

民
へ
の
供
給
等
を
調
査
研
究

し
、
有
効
的
な
町
営
住
宅
運

営
の
可
能
性
を
検
討
し
て
お

り
ま
す
。

　

６
月
20
日
の
委
員
会
で

は
、
財
務
課
か
ら
開
成
町
の

町
営
住
宅
の
現
状
や
今
後
に

つ
い
て
、説
明
聴
取
を
行
い
、

現
状
や
今
後
の
考
え
方
の
把

握
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の

質
疑
で
は
「
住
ん
で
い
る
方

の
高
齢
化
に
伴
い
、
手
す
り

等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
検

討
し
て
み
て
は
。」
等
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、
四
ツ
角
町

営
住
宅
の
現
地
調
査
を
行

い
、
現
状
の
確
認
を
し
ま
し

た
。

　

次
回
は
、
近
く
に
流
れ
る

要
定
川
の
今
後
の
計
画
等
を

調
査
し
、
四
ツ
角
町
営
住
宅

を
主
と
し
た
、
町
営
住
宅
の

あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

総務経済

　常任委員会
～所管事務調査項目～

町営住宅のあり方について

四ツ角町営住宅の
現地調査

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で

は
、通
学
路
選
定
に
お
い
て
、

現
状
で
の
課
題
点
の
整
理
等

を
行
い
、
改
善
策
や
選
定
方

法
に
つ
い
て
の
検
討
を
し
て

お
り
ま
す
。

　

６
月
の
日
曜
議
会
の
質
問

に
お
い
て
、町
の
答
弁
か
ら
、

通
学
路
は
様
々
な
精
査
に

よ
っ
て
、
よ
り
安
全
な
と
こ

ろ
を
選
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
後

の
本
委
員
会
で
、「
町
内
で

三
番
目
に
交
通
量
が
多
い
開

成
駅
南
側
の
交
差
点
を
渡
る

こ
と
は
最
善
の
策
な
の
か
」

と
の
意
見
が
あ
り
、
現
状
を

把
握
す
る
た
め
、
開
成
南
小

学
校
の
児
童
が
登
下
校
す
る

時
間
帯
に
現
地
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
通
学
路
及
び
平
成

28
年
中
の
町
内
自
転
車
事
故

発
生
場
所
の
現
地
視
察
を
行

い
、
今
後
の
委
員
会
で
は
、

現
地
視
察
を
踏
ま
え
て
、
調

査
・
研
究
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

教育民生

　常任委員会
～所管事務調査項目～

通学路の選定等について

通学路及び平成 28 年
中の町内自転車事故
発生場所の現地視察

５月８日に行われた随時会議で議会の組織体制が新しくなりました。それに伴い、
新庁舎に関する調査特別委員会の正副委員長も決定しましたのでご報告いたします。

委員長　吉田　敏郎　　　副委員長　前田せつよ

新庁舎に関する調査特別委員会の正副委員長が決まりました！

群
馬
県
甘
楽
郡

下
仁
田
町

開
成
町

現在調査中！

6/20

四ツ角町営住宅現地調査の様子

7/13

当日は文命中学校近くの交差点
等の現地視察を行いました。

総務経済常任委員長
佐々木　昇

教育民生常任委員長
前田 せつよ
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先
日
、議
会
だ
よ
り
１
８
８
号「
臨

時
号
」
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
広
報
分
科
会
メ
ン
バ
ー
が

換
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
２
年
間

頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

情
報
を
少
し
で
も
早
く
届
け
る
こ

と
を
目
標
に
、
編
集
会
議
で
あ
る
広

報
分
科
会
の
日
程
を
早
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
戸
配
布
を
約
２
週
間

早
め
る
こ
と
が
で
き
、
８
月
１
日
の

発
行
が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
読
ん
で
も
ら
え
る
議
会

だ
よ
り
を
目
標
に
、
今
後
、
内
容
構

成
に
工
夫
を
加
え
る
研
究
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

(

井
上)

委
員
長　

井
上　

三
史　
　

副
委
員
長　

下
山
千
津
子　
　

委　

員　

佐
々
木　

昇　
　

山
田　

貴
弘　
　

菊
川　

敬
人　
　

 

星
野　

洋
一　
　

９月５日（火）開催予定

９月定例議会
多くの方の傍聴をお待ちしております。

詳しくは議会事務局まで
お気軽にお電話ください

TEL：８４－０３２３

議
会

を傍聴しよう
!

各種団体の皆さん　議会と懇談会をしませんか !
　開成町議会では、議会に対する要望の集約や議会活動の充実とご理解を
図るため、町内の各種団体の皆様との懇談会を開催しています。この懇談
会は随時受け付けています。開催日程、場所、懇談のテーマなどご相談さ
せていただきますので、お気軽に議会事務局までご連絡ください。

２年間このメンバーで
頑張ります！

開成町議会は、皆さまの声を大
切にします！
ご意見をお聞かせください！

議 会 活 動

５月
1 日　●議会運営委員会
8日　●5月随時会議
17日　●西部清掃組合議会臨時会
19日　●全員協議会
　　　　　●広報広聴常任委員会
　　　　　●教育民生常任委員会
22日　●正副委員長・
　　　　　　　　　　　事務局長研修会
26日　●足柄上衛生組合議会臨時会
　　　　　●議会運営委員会
　　　　　●5月第2回随時会議
29日　●総務経済常任委員会
31日　●全国町村議会議長・

　　　　　　　副議長研修会

６月
2 日　●議員研修会
　　　　　●教育民生常任委員会
8日　●議会運営委員会
15日　●全員協議会
　　　　　●広報分科会
16日　●6月定例会議・日曜議会
　　　　　　　（16・18日）
　　　　　●総務経済常任委員会
19日　●議会運営委員会
20日　●総務経済常任委員会
23日　●議会運営委員会
　　　　　●6月随時会議
28日　●教育民生常任委員会

７月
5 日　●群馬県甘楽郡下仁田町
　　　　　　　議会視察受入
10日　●広報分科会
13日　●総務経済常任委員会
　　　　　●教育民生常任委員会
19日　●全員協議会
　　　　　●広聴分科会
20日　●神奈川県町村議会
　　　　　　　議長会視察
26日　●議会運営委員会
　　　　　●7月随時会議
　　　　　●教育民生常任委員会
31日　●足柄上地区
　　　　　　　　　　　　　広域行政協議会


